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海底地震計を用いた房総沖プレート沈み込み帯の地震波速度構造
Seismic velocity structure off the Boso Peninsula, Central Japan, revealed by an ocean
bottom seismographic experiment
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房総半島沖合には南に相模トラフ、東に日本海溝があり、太平洋プレート (PAC)、フィリピン海プレート (PHS)、北米
プレート (NA)が互いに接する三重会合点が南東に位置している。PACは NA・PHSの下へ沈み込み、PHSは NAの下へ
沈み込んでいる。この 2つの海洋プレートの沈み込みによって、関東地方周辺では 1677年の延宝房総沖地震や、1703年
の元禄関東地震、1923年の大正関東地震、房総沖スロースリップイベントなどの様々な地震学的イベントが発生してい
る。これらイベントを理解するためには関東周辺の地下構造を知る必要があり、自然地震、人工地震を用いて関東地方
の地下構造を推定した研究が過去に数多く行われてきた。
自然地震を用いた手法では、地震計の大半が陸域に設置されているという事と、房総沖合における地震活動が低調で

あるため、詳細な地下の構造を推定するには限界がある。また、人工地震を用いた構造探査も実施されているが、依然
として明らかになっていない領域が多いのが現状である。この状況を改善するため、2009年 7月 30日から 8月 4日に
かけて、房総半島南東沖に長さおよそ 200kmの測線、およびその測線上に海底地震計（OBS）が設置され、地震波構造
探査が行われた。
本研究では、取得されたエアガン発震データを漸進的モデル改良法 (Sato and Kenett, 2000)、屈折波初動トモグラフィー

（FAST）(Zelt and Barton, 1998)を用いて 2次元地震波速度構造を求めた。
これまでの PHSに関する研究では PHS上面の P波速度が 5 km/s程度と推定されているので、それを参考に本研究結

果ではおよそ 5.0 km/sの所に PHS上面を表す線を引いた。その結果 PHS上面が東に緩やかに傾斜している様子が見ら
れると共に、房総半島南端付近、海水面からの深さ 4 kmにおいて、東西幅およそ 35 kmの、P波速度が周囲よりも速い
領域が見られた。
フィリピン海プレート上面の深さは Nakahigashi et al.(2012), Kimura et al.(2009)において求められたものとも調和的で

あった。更にフィリピン海プレート上面の深さを同海域において推定した他の先行研究の結果と本研究結果を比較した
ところ、房総半島沖合では深さ 10 kmの上面は相模トラフにほぼ沿うように分布している一方で、15 kmの上面はおおよ
そ東西方向に、20 kmの上面は房総半島北東沖に分布しているように見える。この事から、フィリピン海プレートは陸側
から房総半島の沖合にかけて、徐々に沈み込む傾斜が緩やかになっていると推察される。

P波速度が大きい領域の東西幅、およびその位置は、Tsumura et al.(2009)で存在が指摘されていたフィリピン海プレー
ト上面の盛り上がり（Bump）のものと概ね一致する。この Bumpの中心部では P波速度が 6 km/sを超えており、これ
は潜り込んだ海山を示すと考えられ、Tsumura et al.(2009)の結果を支持するものとなった。
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